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1. 序章 

1.1 目的 

1.1.1 和文 

 本研究の目的は、SNSのテキストデータを感情分析することで、テキストを「ポジテ

ィブ」「ネガティブ」「中立」の三つの感情に分類し、ネガティブな投稿を非表示にする

ツールを作成することである。 

 

1.1.2 英文 

The purpose of this study is to analyze SNS text data for sentiment, categorizing it into three 

categories: "positive," "negative," and "neutral," and to develop a tool that hides negative posts. 

 

1.2 研究背景 

近年、SNSではインプレッション数の多さが収益に直結する仕組みが普及している。この影

響により、過激な投稿や真偽不明な情報の増加が目立つようになった。その結果、SNS利用中

に不快感を覚えたり、精神的に傷ついたりするユーザーが増加していると考えられる。 

そのため、ネガティブな投稿を非表示にするツールを作成することで、SNS利用中に精神的

な負担を軽減し、傷つくユーザーを減らすことを目的とする。本研究テーマは、このような問

題を解決するために選定した。 
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2. アプリケーション概要 

2.1 開発環境 

本研究における開発環境は以下のとおりである 

 

OS: Windows 11 

開発環境: Anaconda, Cloud Run functions 

実装場所: Bluesky 

使用言語: Python, JavaScript 

使用プラットフォーム: Chrome拡張機能, Cloud Run functions 

 

2.2 実装場所と使用プラットフォームについて 

本研究では、Chrome 拡張機能と Cloud Run functionsを使用し、Bluesky を実装場

所として選定した。 

 Bluesky は、X（旧 Twitter）と同様のテキストベースのソーシャルメディアである。

ユーザー数は Xに比べて少ないものの、API利用料金の観点から今回は Bluesky を選択

した。 

Chrome拡張機能は Google Chromeブラウザの機能を追加・拡張するためのツールで

あり、作業の効率化や生産性向上を目的として広く利用されている。拡張機能は

JavaScript、HTML、CSS を用いて開発される軽量なプログラムであり、Web ページの内

容やブラウザの動作を柔軟にカスタマイズできる。この特徴を活用し、本研究では Web

ページ上のネガティブな投稿を検出して非表示にする機能を実現するために Chrome 拡

張機能を採用した。 

Cloud Run functions は、HTTPリクエストや特定のイベントをトリガーとしてプロ

グラムを起動できるサーバーレスの実行環境である。Python、Java、JavaScript、Goな

ど複数のプログラミング言語をサポートし、大容量ファイルの取り扱いにも適している。

この特性を活用し、本研究では Blueskyの API呼び出し、テキストデータの取得、そし

て感情極性辞書を用いた感情分析のために Cloud Run functionsを使用した。 

これらの技術を組み合わせたことで、投稿データの取得から感情分析、ブラウザ上で

の非表示処理に至る一連のプロセスを効率的かつ効果的に実現できた。 
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2.3 感情分析の手法 

感情分析を行う手法には、大きく「感情極性辞書（図 1）を用いた手法」と「機械学

習を用いた手法」の 2種類がある。本研究では、感情極性辞書を採用した。その理由は

主に、Cloud Run functions におけるストレージ容量の制限である。 

当初は TensorFlow を利用した機械学習モデルの実装を検討していた。しかし、Cloud 

Run functions 環境で TensorFlow パッケージをインストールすると、ストレージ容量

が制限を超える問題が発生した。この問題により、Chrome 拡張機能側のプログラムと

正常な通信ができなくなるなど、実装に支障をきたした。 

一方、感情極性辞書は必要なパッケージ数が少なく、ファイル容量も小さいため、環

境への負荷を軽減できるという利点がある。また、Cloud Run functionsとの接続もス

ムーズに行える。 

以上の理由から、本研究では感情極性辞書を用いた手法を採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 感情極性辞書(一部) 
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3. 成果物 
 

以下で、今回作成したツールについて詳しく説明する。図 2 は今回作成したツール

の構成図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 ツールの構成

図 
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3.1 Blueskyとの接続 

Chrome拡張機能側のプログラムは、HTTPリクエストを送信することでCloud Run functions

上の関数をトリガーする。本システムでは、そのトリガーに対応する関数として hello_http関

数（図3）を実行する。この関数では、最初にcreate_session関数（図4）を呼び出してBluesky

へのログイン処理を行う。具体的には、BlueskyのAPIエンドポイント（urlに格納されたリン

ク）に対して、ユーザー識別情報（identifier）およびパスワード情報を含むリクエストを送信

する。ログインに成功した場合、レスポンスからアクセストークン（accessJwt）を取得し、こ

のトークンを後続のAPI呼び出しに利用する。 

次に、取得したアクセストークンを引数としてfetch_feed_data関数（図5）を実行する。こ

の関数は、Blueskyの投稿データを取得するためにエンドポイント（urlに格納されたリンク）

にリクエストを送信するものである。リクエストパラメータとして、特定の投稿フィードを指定

するための feedパラメータ（今回は日本語投稿専用のフィードを指定）および取得件数を制限

するためのlimit=5を設定する。また、認証情報であるアクセストークンを含めた HTTPヘッダ

ーを設定し、認証された状態でデータを取得する。 

このリクエストの結果として、最新の投稿データがレスポンスとして返される。このレスポン

スは JSON形式であり、必要な投稿情報は feed_data変数に格納する。その後、for文を用いて

各投稿データを個別に取り出し、感情分析関数へ渡して分析処理を実行する。 

 

 

 

 
図 3 hello_http 関数 
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図 4 create_session 関数 

図 5  fetch_feed_data 関数 
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3.2 感情分析の実行 

図6に示すsentiment_analyze関数は、感情極性辞書（図1）を用いて投稿データの感情分析

を行う処理である。この関数の動作は以下の通りである。まず、感情極性辞書ファイルを開き、

単語とそれに対応する感情スコアを辞書型データ構造に格納する。この際、ファイル内の各行を

コロン（:）で区切り、それぞれの項目から必要な情報を抽出して辞書に追加する。 

次に、Janomeライブラリを使用してBlueskyから取得した投稿データを単語単位に分割する。

この分割処理によって、各単語が感情極性辞書からスコアを参照できる形式に変換される。分割

された各単語について、感情極性辞書にその単語が存在する場合には、その感情スコアを取得し、

累積スコアに加算する。同時にスコア計算の対象となった単語数もカウントする。 

この一連の処理によって、テキスト全体の感情スコアが累積される。最後に、累積スコアを単

語数で除算することで、投稿データの平均的な感情スコアを算出する。この感情スコアは、正の

値であればあるほどポジティブ、負の値であればあるほどネガティブを示す指標となる。 

求めた感情スコアはhello_http関数(図3)へ返される。同関数では、Blueskyから取得した投

稿データに対して感情スコアを対応付け、これらを辞書型データとしてresultsに格納する。た

とえば、投稿データの本文とそれに対応する感情スコアが一つの辞書オブジェクトとして保存

される。 

この辞書は最終的にChrome拡張機能側のプログラムへレスポンスとして返される。これによ

り、Chrome 拡張機能側では投稿データとその感情スコアを基に適切な処理を行うことが可能に

なる。 

 

 図 6  sentiment_analyze 関数 
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3.3 表示制御の実装 

Chrome 拡張機能側のプログラムは、hello_http関数(図 3)から受け取った感情スコアを基に

judgeSentiment関数（図8）で投稿の感情を判定する。この関数では、感情スコアが0.5以上の

場合は「positive」、-0.5以下の場合は「negative」と判定し、それらの間に収まる場合は「neutral」

とする仕組みである。 

その後、querySelectorAll メソッドを用いて、data-testid="postText"属性を持つ要素をす

べて取得する。この属性には、Bluesky上で表示される各投稿のテキストデータが格納されてい

る。取得された要素について、Chrome 拡張機能は投稿データとレスポンス内の投稿データを比

較する。この比較において、レスポンスで「negative」と判定された投稿と一致するテキストデ

ータが見つかった場合、その投稿要素の表示をdiv.style.display = "none"によって非表示に

する。この処理により、ユーザーはネガティブな投稿を視覚的に見えない状態でBlueskyを利用

できるようになる。 

このような一連の処理によって、Cloud Run functions と Chrome 拡張機能の連携を通じ、

Bluesky上の投稿データに対する感情フィルタリング機能が実現される。 
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図 7  Chrome 拡張機能側のプログラム(一部) 

図 8 感情を判別する関数 
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3.4 実行結果 

最後に、ツールを使用した際の処理の流れについて説明する。 

Blueskyにアクセスしてページのロードが完了すると、プログラムが開始される。今回の実装

では、結果をわかりやすく提示するため、プログラム終了後にアラートとして実行結果が表示さ

れる（図9）。このプログラムでは、感情スコアが-0.5以下の投稿をネガティブと判定する。 

アラートには、図9および図10に示すように、投稿テキストとその感情スコアが表示される。

図 10の例では、5 つの投稿のうち、スコアが-0.5以下の 1〜4番目の投稿がネガティブと判定

され、5番目の投稿はニュートラルと判定される。 

アラートの「OK」ボタンを押すと非表示プログラムが実行される。図 11を見ると、この処理

によって、ニュートラルと判定された5番目の投稿のみが表示され続ける一方、ネガティブと判

定された最初の4つの投稿は非表示となることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

図 9 実行画面 
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図 10 アラートの中身 

図 11 実行結果 
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4. 現状の課題 
本研究では、SNSのネガティブな投稿を非表示にするツールを開発したが、現時点でいくつ

かの課題が存在する。 

第一に、Blueskyへのアクセス後、ツールが反映されるまでに時間がかかる点が挙げられる。 

第二に、ネガティブな投稿を非表示にするために毎回リロード操作が必要であり、利便性に

欠ける点も問題である。 

第三に、一度のプログラム実行で取得可能なテキストデータが最大 5件と限られており、ツ

ールの適用範囲が狭まることも問題である。 

最後に、本プログラムの感情分析では形態素解析を使用していないため、分析精度が低いと

いう課題も存在する。当初は MeCabライブラリを使用して文章を形態素解析する予定であった

が、Cloud Run functions上で MeCabを使用するとエラーが発生し、その原因を解明できなか

ったため、代替として Janome ライブラリを用いた。その結果、文脈や文法の正確な解析が難

しくなり、分析精度が低下した。 

これらの課題を克服することで、ツールの実用性と分析精度を向上させ、より多くのユーザ

ーに満足して利用されるシステムを構築できると考える。 
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